
2016年公表「国際戦略トータルプラン」に基づく取組状況（資料編（調査事例等）） （2019年１月版）

○ 近年、個人投資家からの海外投資や企業における海外取引が増加するなど、経済社会がますます国際化している。

○ このような経済社会の変化等に応じ、国際課税への取組は重要な課題であると位置付け、富裕層や海外取引のある企業による、

・ 海外への資産隠し

・ 国外で設立した法人を利用した国際的租税回避

・ 各国の税制・租税条約の違いを利用した国際的租税回避

等に対し、積極的に調査等を実施している。

○ これらの調査等に際しては、課税上の問題点を的確に把握するため、国外送金等調書、国外財産調書、財産債務調書のほか、租税

条約等に基づく情報交換要請を積極的に活用 している（事例１～事例７）。

○ また、海外取引に係る申告所得税・法人税のみならず、相続税・贈与税・源泉所得税・消費税などの幅広い税目や、外国子会社合算

税制の適用などの国際課税上の問題点の解明について努めるとともに（事例８～事例13）、徴収面においても、徴収共助制度を活用し、

我が国の税収の確保に努めている（事例14）。

事例 項目 概要 税目

事例１ 国外送金等調書（送金）の活用事例 外国の知人と通謀して架空経費の計上により資金を国外に留保していた事例 法人税

事例２ 国外送金等調書（受金）の活用事例 国外における簿外取引により資金を国外に留保していた事例 申告所得税

事例３ 国外財産調書・財産債務調書の活用事例 国外財産調書記載の財産から生じる所得が申告漏れとなっていた事例 申告所得税

事例４ 租税条約等に基づく情報交換要請の活用事例① 外国のツアー添乗員への業務委託費を架空・水増し計上していた事例 申告所得税

事例５ 租税条約等に基づく情報交換要請の活用事例② 取引先との関係を考慮して取引先の従業員に支払った謝礼を販売手数料に仮装していた事
例

法人税

事例６ 外国当局からの自動的情報交換資料の活用事例 国外預金の利子及び国外不動産の譲渡益が申告漏れとなっていた事例 申告所得税

事例７ 外国当局からの自発的情報交換資料の活用事例 国外における簿外取引により資金を国外に留保していた事例 法人税

事例８ 外国子会社合算税制を適用した事例 国外への関連法人への出資状況等から外国子会社合算税制を適用した事例 法人税

事例９ 相続税の申告から国外財産を除外していた事例 国外に所在する相続財産の存在を知りながら申告していなかった事例 相続税

事例10 国外財産について贈与税の申告がなかった事例 国外不動産の贈与を受けていたが贈与税の申告をしていなかった事例 贈与税

事例11 国外財産が相続税申告漏れ・相続した国外株式に係る配当所
得等が申告漏れとなっていた事例

相続した国外財産につき相続税の申告漏れとなっており、相続した国外株式から生じる配当
所得等が申告漏れとなっていた事例

相続税
申告所得税

事例12 海外取引先への支払について源泉徴収していなかった事例 海外取引先への役務提供対価の支払について源泉徴収していなかった事例 源泉所得税

事例13 消費税の不正還付を未然に防止した事例 国内取引を輸出取引に仮装して不正に消費税の還付を得ようとしていた事例 消費税

事例14 徴収共助事例 母国へ帰国した滞納者の財産を徴収共助により徴収した事例 徴収

参考 日本から外国当局へ自発的情報交換を行った事例 外国当局に情報提供をし、外国当局にて課税が行われた事例 ―

国税庁における調査・徴収に係る取組状況（調査事例等）国税庁における調査・徴収に係る取組状況（調査事例等）
調査事例等については、「『国際戦略トータルプラン』に基づく具体的な取組状況（平
成29年12月版）」から変更はありません。
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事例2 国外送金等調書（受金）の活用事例

どうしてＸ国から建築代金を
支払っているのだろう…

日本 Ｘ国

Ｘ国預金口座

①ライセンス料
（簿外取引）

②建築代金支払
（国外送金）

④工事・施工

⑤自宅取得

③国外送金
等調書

建築業者Ａ

調査対象者

金融機関から税務署に提出される国外送金等調書（受金）により、建築業者Ａが、調査対

象者がＸ国に保有する銀行口座から多額の送金を受けている事実を把握したものの、調査

対象者の申告内容から送金原資を確認できなかったため調査を実施した。

調査の結果、建築業者Ａへの送金は、調査対象者が建築業者Ａに依頼した自宅の取得代

金であることが判明し、その原資は調査対象者がＸ国の取引先から受け取っていたライセン

ス収入であり、当該取引については、申告していないことが判明した。

事例１ 国外送金等調書（送金）の活用事例

③国外送金
調査法人

調査法人は、Ｘ国のＡに
多額の送金をしているぞ！

② 架空の業務委託費計上！

①虚偽の請求書
（調査法人作成）

④国外送金等調書

日本 Y国

Ｘ国代表者

法人Ｂ(代表者Ａ)

金融機関から税務署に提出される国外送金等調書（送金）より、調査法人が、Ｘ国の個人Ａ

名義の銀行口座へ多額の送金をしている事実を把握したことから、取引の実態を確認するた

め調査を実施した。

調査の結果、調査法人は、知人であるＹ国のＡと通謀し、Ａが主宰するＢ社の請求書を偽造

する手口で架空の業務委託費を計上し、捻出した簿外資金を、Ｘ国にあるＡ名義の銀行口座

に送金していたことが判明した。

裏金を捻出するために、海外の
法人を利用し、お金も海外に送
金すれば、税務署に
バレないだろう・・・

Ａ名義預金口座
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国外旅行会社

日本の居住者である調査対象者は、訪日観光客に対するガイド業を営んでおり、訪日観光

客を指定の免税店へ案内し、訪日観光客の購買金額に応じて多額の仲介料収入を日本国

内の旅行代理店及び免税店から受領している。

調査対象者の申告において外国人添乗員に対する多額の業務委託費の計上があったた

め、実態確認をすべく調査を実施した。

調査において、調査対象者は、業務委託の役務内容や支払金額の計算根拠など曖昧な説

明が多かったため、租税条約に基づく情報交換要請を実施し、Ｘ国に支払内容の確認を求め

ると伝えたところ、架空経費・過大経費計上していたと認めるに至った。

事例４ 租税条約等に基づく情報交換要請の活用事例①

日本 Ｘ国

調査対象者

国内旅行代理店

免税店
（輸出物品販売場）

③ガイド分仲介料

②ガイド分仲介料

外国人添乗員

Ｘ国観光客

④業務委託費

Ｘ国に現金で業務委託
費を支払ったと言ってお
けば、さすがに調べ
られないだろう！①Ｘ国観光客を

免税店に案内

架空経費・過大経費

事例３ 国外財産調書・財産債務調書の活用事例

日本 Ｘ国

不動産所得・
利子所得申告漏れ

日本の居住者である調査対象者が税務署に提出している国外財産調書の記載内容から、

調査対象者がＸ国に不動産と銀行口座を保有している事実を把握したものの、国外不動産

については不動産所得の申告が、国外預金については利子所得の申告が無かったため調

査を実施した。

調査の結果、不動産登記情報等から調査対象者はＸ国に保有する不動産を貸付の用に

供しており、不動産所得の申告が必要であることが判明した。また、Ｘ国に保有する国外預

金から利子が発生しており、利子所得の申告が必要であることが判明した。

国外財産調書に国外不動
産、国外預金の記載がある
が、その運用益は。。。

預金口座不動産

国外財産調書に記載された
Ｘ国資産

調査対象者

③国外財
産調書

不動産登記情報等

①貸付 ②預金利息
発生
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Ｘ国からの自動的情報交換資料により、調査対象者が保有する海外の預金に係る利子

が生じている事実を把握したため、詳細を解明すべく調査に着手した。

調査の結果、調査対象者は、Ｘ国の銀行に多額の預金を保有し、その預金から生じた利

子が申告漏れとなっていたことが判明した。

また、調査の過程で、海外に所有していた不動産を売却している事実を把握したため、

不動産売却に関する書類を確認したところ、不動産の譲渡益が発生し、申告漏れとなって

いたことが判明した。

なお、調査対象者は、３億円以上の国内財産、５千万円超の国外財産を保有しているに

も関わらず、財産債務調書及び国外財産調書を提出していなかったため、各調書の提出

を求め、提出を受けるとともに、国外財産に係る申告漏れに対して加算税を５％加重し賦

課した。

事例６ 外国当局からの自動的情報交換資料の活用事例

Ｘ国
税務当局

③自動的情報交換資料

調査対象者

①調査対象者の預金
利子に係る情報

日本 Ｘ国

海外の預金に係る利子
が発生しているが、申告さ
れていない…。

税務署

不動産購入者

②売却

銀行不動産

Ｘ国に保有する資産
⇒国外財産調書・財産債務
調書に記載が必要

預金利息・不動産売却益の
申告漏れ

調査法人に対して、Ｘ国のＢ社に対する販売手数料の支払について確認したところ、Ｂ社

の活動実態や販売支援活動が不審であったことから、租税条約に基づく情報交換要請を実

施したところ、①Ｂ社はＡ社従業員のＣにより設立された法人であること、②Ｂ社は事業活動

を行っている実態はないこと、③Ｂ社及び個人Ｃは受領した販売手数料相当額をＸ国におい

て税務申告していないことを把握した。

これらの情報を基に調査法人に確認を求めたところ、今後の営業上の関係を考慮し、取

引先であるＡ社の従業員であるＣの要求に応じて、損金算入できない謝礼を販売手数料に

仮装し損金算入していた事実が判明した。

Ｂ社代表者Ｃ
（Ａ社の社員）

事例５ 租税条約等に基づく情報交換要請の活用事例②

日本 Ｘ国

①製品販売

②販売代金

③販売支援契約
⑤販売手数料支払

④販売支援
活動

同一人物

調査法人

Ｂ社

B社の販売支援活動の
実態が不明

Ａ社
Ｂ社代表者Ｃ
（Ａ社の社員）

Ｘ国
税務当局

⑥租税条約等に基づく
情報交換要請

⑦回答
⇒Ｂ社の活動実態なし
Ｂ・Ｃの申告なし
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事例７ 外国当局からの自発的情報交換資料の活用事例

Ｘ国からの自発的情報交換資料により、調査法人Ａの代表者ＢがＸ国に預金口座を保有し

ている事実を把握した。代表者Ｂに関する国外送金等調書の提出がないことから、Ｘ国にお

ける海外口座の原資について確認すべく調査を実施した。

調査の結果、当該預金口座については、Ｙ国法人からのコンサルティング報酬の振込先と

して利用していたものの、当該報酬について、申告を行っていない事実が判明した。

Ｙ国法人

税務署
Ｘ国
税務当局

④自発的情報交換資料
（代表者Ｂ名義口座情報）

日本

Y国

Ｘ国

調査法人Ａ
（代表者Ｂ）

代表者Ｂ名義
預金口座

内国法人

国外送金がないのに
海外口座をなぜ保有して
いるのか…。

③報酬支払

申告漏れ

国外送金等
調書なし

②共同事業

①コンサルティング業務
（仲介業務）

事例８ 外国子会社合算税制を適用した事例

資料情報等から、調査対象法人はＹ国の関連法人Ｂに出資しており、関連法人ＢはＸ国で

製造した製品を仕入れ、関連法人Ｃを経由して日系企業の海外工場に販売している事実を

把握した。

調査において、調査対象法人の出資状況や、関連法人Ｂの株主総会の開催場所、役員の

執務執行場所等を検討したところ、関連法人ＢはＹ国において主たる管理、支配及び運営を

独立して自ら行っているとは認められず、調査対象法人に外国子会社合算税制を適用した。

Ｙ国
（軽課税国）

関連法人Ｂ

日本 Ｘ国

調査対象法人

関連法人Ｃ

代表者

Ｙ国に利益を帰属さ
せて税負担を減らそ
う！！

関連法人Ａ

①出資

③販売

②製造・販売

日系企業
海外工場

④販売

関連法人Ｂについて

・出資状況
・株主総会の開催場所
・役員の職務執行場所
・関連者との取引状況等
を確認

外国子会社合算税制
を適用
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被相続人は生前に海外
口座を保有していたので
は。。。

事例９ 相続税の申告から国外財産を除外していた事例

資料情報等から被相続人Aは国外に預金口座を保有していたことが想定されたものの、
被相続人Ａの相続税の申告には国外の財産が含まれていなかったことから調査を実施した。

調査において、被相続人Ａの相続税の申告を行った相続人Ｂは、相続財産の中に国外の

財産はないと説明したため、Ｘ国の税務当局に対して、租税条約等に基づく情報交換要請を

実施したところ、①相続開始日において、被相続人Ａ名義の預金残高が存在していたこと、

②相続開始後、相続人Ｂが当該銀行口座を解約し、その残高を国外のＢ名義の銀行口座に

送金していたことなどを把握した。

Ｘ国

相続人Ｂ

日本

被相続人Ａ
Ａ名義預金口座

①Ａ死亡

②口座解約・送金

④租税条約等に基づく
情報交換要請

⑤回答から、口座保有・解約の
事実を把握

海外預金まではさすがに
税務署にバレないだろう
・・・

Ｘ国
税務当局

③相続税申告書
（国外財産の計上なし）

被相続人Ａ

事例10 国外財産について贈与税の申告がなかった事例

被相続人Aの相続税調査において、Ｘ国に居住する相続人Ｂが同国に保有する不動産の

取得経緯を解明するため、相続人Ｂに対して贈与税の調査を実施した。

調査の結果、相続人Ｂは、相続人Ｃから当該不動産を贈与されていたが、海外不動産であ

れば日本の申告は不要であると考え、当該不動産について、贈与税の申告をしていなかっ

たことが判明した。

Ｘ国日本

海外不動産は
日本での申告は
不要だろう・・・

相続人Ｂ

相続人Ｃ

①Ａ死亡

贈与

②相続税調査

③相続人Ｃから相続人Ｂに
不動産が贈与されているが、
この不動産について贈与税
の申告がない！

④贈与税調査

贈与税
申告漏れ

Ｃ名義Ｘ国不動産
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